「第　回吉野作造フェローシップ」企画申込書
	　　　　　　　　　申　込　者
	ふりがな
	人数（団体の場合）

	
	個人名又は団体名（団体の場合は代表者名も記入）





	小　学　生　　　（　　名）
中　学　生　　　（　　名）
高　校　生　　　（　　名）
特別支援学校生　（　　名）
高　専　生　　　（　　名）
29歳以下の大人 （　　名）

	
	所在地又は住所（〒　　　　-　　　　　）



TEL　　　　（　　　　）
メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　＠




未成年を含む活動である場合に記入（代表者が未成年の場合に、その保護者が記入して下さい。）
	保護者
	ふりがな
	申込者との関係

	
	氏名

※自署による記入
	

	
	住所（〒　　　　-　　　　　）

TEL　　　　（　　　　）
メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　＠




校内活動である場合に記入
	学校担当者
	ふりがな

	
	担当教員名

※自署による記入

	
	住所（〒　　　‐　　　　　　）

TEL　　　　　（　　　　　）
メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　＠



「第　　回吉野作造フェローシップ」企画計画書
	申込者
	個人名又は団体名（団体の場合は代表者名も記入）



	[bookmark: _Hlk16692897]企画のタイトル
（事業名）
	

	応募資格区分
該当する内容に☑を
入れてください。
	□（A）小・中・高校生・特別支援学校生・高専生の個人もしくは団体
□（B）大学生および19～29歳の個人もしくは団体

	活動区分

該当する内容に☑を
入れてください。
	· 校内活動（学校のカリキュラム内で行われる活動）
· 校外活動（学校の正規教育課程以外で行う活動）

	
	□（1）若者の政治参加や政策提言・またそのための調査研究に関する活動
□（2）社会福祉に関する活動
□（3）地域文化・地域社会に貢献する活動
□（4）国際貢献活動

	取り組む期間
	　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日



	（1）あなたはなぜ、この活動を思いついたのですか？






（2）解決すべき課題を具体的に書いてください。






（3）課題解決のためにどのような活動をしますか？順を追って書いてください。





（4）活動によりどんな成果が期待できますか？



















（5）上記以外に特記すべきことやPRしたいことなどを記入してください。
















※取り組みが分かる写真やチラシ、関連資料等を添付していただいても構いません。


[bookmark: _Hlk15829151]主 な 活 動 者 名 簿（最大20名まで）
	
	名　前
	所　属
学校名・会社名等
	役割り分担

	1
	個人名
	〇〇小学校
	代表

	2
	個人名
	〇〇小学校
	副代表

	3
	個人名
	〇〇小学校
	副代表

	4
	〇年〇組〇名
	〇〇小学校
	〇〇活動

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	

	9
	
	
	

	10
	
	
	

	11
	
	
	

	12
	
	
	

	13
	
	
	

	14
	
	
	

	15
	
	
	

	16
	
	
	

	17
	
	
	

	18
	
	
	

	19
	
	
	

	20
	
	
	


活動を行う方の情報を上記に入力して下さい。学校や学年・クラス単位など、大人数で活動を行う場合は、まとめて記載して下さい。役割り分担の箇所については、活動を行う上での役割り（代表者･責任者･運営･広報･会計等）を記載して下さい。





「第　　回吉野作造フェローシップ」企画予算書
	申込者
	個人名又は団体名（団体の場合は代表者名も記入）


	企画のタイトル
（事業名）
	

	応募資格区分
該当する内容に☑を
入れてください。
	□（A）小・中・高校生・特別支援学校生・高専生の個人もしくは団体
□（B）大学生および19～29歳の個人もしくは団体

	活動区分

該当する内容に☑を
入れてください。
	□（1）若者の政治参加や政策提言・またそのための調査研究に関する活動
□（2）社会福祉に関する活動
□（3）地域文化・地域社会に貢献する活動
□（4）国際貢献活動

	取り組む期間
	　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日

	収　入　の　部

	科目
	内容
	予算額

	運営収入
	
	円

	事業収入
	
	円

	寄付・協賛・募金
	
	円

	□奨励金
	
	円

	その他（　　　　　　）
	
	円

	その他（　　　　　　）
	
	円

	1 収入の部合計
	円

	支　出　の　部

	科目
	内容
	予算額

	人件費
	
	円

	□広告宣伝費
	
	円

	□備品費
	
	円

	□事務消耗品費
	
	円

	□旅費交通費
	
	円

	□電気・水道代
	
	円

	□発送費・通信費
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	2 支出の部合計
	円

	※支出の部のうち、奨励金を使用する支出科目について☑を入れてください。また、①と②が同額となるよう予算額を設定して下さい。


「第　　回吉野作造フェローシップ」活動レポート
	[bookmark: _Hlk16694337]申込者
	個人名又は団体名（団体の場合は代表者名も記入）


	企画のタイトル
（事業名）
	

	応募資格区分
該当する内容に☑を
入れてください。
	□（A）小・中・高校生・特別支援学校生・高専生の個人もしくは団体
□（B）大学生および19～29歳の個人もしくは団体

	活動区分

該当する内容に☑を
入れてください。
	□（1）若者の政治参加や政策提言・またそのための調査研究に関する活動
□（2）社会福祉に関する活動
□（3）地域文化・地域社会に貢献する活動
□（4）国際貢献活動

	取り組む期間
	　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日



	（1）実際に取り組んだ活動の内容を、順を追って書いてください。






（2）活動により、どのような成果があったか書いてください。







（3）事前の計画をふまえて、あなたの活動とその成果について自己評価してください。







（4）活動にここまで取り組んで、新たに見えてきた課題があれば書いてください。


















（5）上記以外に特記すべきことやPRしたいことなど記入してください。

















※取り組みが分かる写真やチラシ、関連資料等を添付していただいても構いません。


「第　回吉野作造フェローシップ」収支報告書
	申込者
	個人名又は団体名（団体の場合は代表者名も記入）


	企画のタイトル
（事業名）
	

	応募資格区分
該当する内容に☑を
入れてください。
	□（A）小・中・高校生・特別支援学校生・高専生の個人もしくは団体
□（B）大学生および19～29歳の個人もしくは団体

	活動区分

該当する内容に☑を
入れてください。
	□（1）若者の政治参加や政策提言・またそのための調査研究に関する活動
□（2）社会福祉に関する活動
□（3）地域文化・地域社会に貢献する活動
□（4）国際貢献活動

	取り組む期間
	　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日

	収　入　の　部

	科目
	内容
	決算額

	運営収入
	
	円

	事業収入
	
	円

	寄付・協賛・募金
	
	円

	☑奨励金
	
	円

	その他（　　　　　　）
	
	円

	その他（　　　　　　）
	
	円

	1 収入の部合計
	円

	支　出　の　部

	科目
	内容
	決算額

	人件費
	
	円

	□広告宣伝費
	
	円

	□備品費
	
	円

	□事務消耗品費
	
	円

	□旅費交通費
	
	円

	□電気・水道代
	
	円

	□発送費・通信費
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	□その他（　　　　　　）
	
	円

	2 支出の部合計
	円

	※支出の部のうち、奨励金を使用した支出科目について☑を入れてください。


「吉野作造フェローシップ」への応募を検討している皆様へ

事業計画書等を検討するにあたり、下記の内容について予め確認をした上で作成をして下さい。

	1、活動情報の発信・広報物の作成について
活動を行う際に、ホームページまたはSNSアカウントを作成し、活動状況について多くの方に広く伝わるよう情報発信を行ってください。また、「吉野作造フェローシップ」の採用企画となった場合は、その旨も記載をし、広報物などを作成してください。

2、ボランティア活動保険への加入　（　運営側　）
活動を行う皆さんが、活動中に怪我などをしてしまう可能性がありますのでボランティア活動保険への加入を推奨します。

3、イベント賠償責任保険への加入　（　参加者側　）
企画されているイベント等へ参加した来場者が熱中症や怪我をしてしまった場合に対応するための保険

4、保健所への届け出について
飲食を伴う活動を行う場合に、保健所への届け出が必要となる場合がありますので、予め相談（北部保健福祉事務所・大崎保健所）の上、活動を行って下さい。

5、応募書類に基づいた計画性のある活動を
大幅な計画の変更がある場合は、事業計画の変更を行う必要がありますので、改めて「事業計画書」等の提出をお願いします。

6、領収書の保存・経費の返金等について
事業終了後に活動レポートと収支報告書を提出することとなりますが、決算状況の確認のため、領収書の確認をさせていただく場合がありますので、経費として支出した場合は領収書の保存をお願いします。また、目的外の支出があった場合は経費として認められないため返金をしていただきます。利用者の増減などの理由で予定が変更となり残金が発生した場合は、返金をしていただきます。また、赤字となった場合は、主催する側（申込者）での経費負担（赤字補填）となります。

7、自然災害や事件・事故などのリスク軽減対策について
地震や大雨などの自然災害の他、事件・事故などの発生に備えて、リスク軽減に向けた事前の予防策と発生時の対応策を予め確認し、安全面を最優先考え活動を行って下さい。



　
